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●
「まもる・そなえる・こたえる」

オフィス

新潟本部
●

PAZ(概ね5km圏)

UPZ(概ね30km圏)

柏崎刈羽原子力発電所

妙高・糸魚川方面
避難経由所

活動内容
要員

リソース

初
期
活
動

①介護を必要とされる方々の
避難支援
（福祉車両の提供、運転・介助）

新潟本部、
柏崎刈羽
原子力発電所

②PAZ避難経由所の運営支援
（開設、案内、車両誘導 等）

新潟県および
近隣県内

事業所

緊急時における初期活動(PAZの避難支援)の体制

湯沢方面
避難経由所

村上方面
避難経由所

新潟県および近隣県内事業所

■約140名による初期活動の体制に拡充
■今後、訓練を重ねてクイック＆パワーアップを実現

福祉施設

緊急時の初動体制（防災支援の取り組み）

要員の動き

＜介護技術講習＞ ＜福祉車両＞



2新潟県原子力防災訓練への協力（防災支援の取り組み）

 2021年11月9日～13日に新潟県が実施する原子力防災訓練に「原子力防災に関する協力
協定」に基づき、東京電力グループから142名が参加

 本協定に基づき、原子力防災訓練の振り返りに協力し、協力体制等の改善を行っていく

＜当社参加の訓練（参加実績）＞
訓練項目 当社実施内容 当社参加人数

新
潟
県
原
子
力
防
災
訓
練

災害対策本部運営訓練等（11月9日）

新潟県災害対策本部等における運営訓練 新潟県災害対策本部等への発電所情報等の伝達 6名

オフサイトセンターにおける運営訓練 オフサイトセンターへの発電所情報等の伝達 9名

緊急時の通信連絡訓練 自治体等関係箇所への通報連絡文のFAX 4名

緊急時のモニタリング訓練 UPZ圏内の放射線モニタリング 3名

住民避難訓練等（11月13日）

PAZ内放射線防護対策施設の屋内退避 要配慮者の福祉車両を活用した避難支援 11名

PAZ内住民避難訓練 避難経由所等の設置、運営支援（住民等の誘導補助） 17名

UPZ内住民の一時移転訓練 避難経由所等の運営、運営支援（住民等の誘導補助） 26名

スクリーニング・簡易除染訓練
（安定ヨウ素剤緊急配布訓練含む）

住民および避難車両のスクリーニングと簡易除染支援
（スクリーニングポイントにおける安定ヨウ素剤の緊急配布支援含む）

53名

原子力防災個別訓練 原子力防災に向けた自治体訓練（スクリーニング測定デモ等） 13名

＜11月9日県災害対策本部運営訓練＞ ＜11月13日スクリーニング訓練＞ ＜11月13日原子力防災個別訓練＞＜11月9日緊急時モニタリング訓練＞



地域防災実践研究センター開所式
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 2021年度第３四半期のトピックスは以下の通り。
 ９月27～28日 『防災ワクチン®ワークショップ～雪害編～』の開催
 10月8日 長岡技術科学大学によるSDGｓ出前防災授業＠見附市立葛巻小学校
 10月20～22日『危機管理産業展2021』に長岡技科大との防災研究成果を出展
 10月27日 地域防災実践研究センター開所式 当センターに参画するとともに

ブレーカー実験キットなど、これまでの研究成果を展示
 12月２～３日、22～23日 『感染症対策・防災産業展示会2021』へ出展

長岡技術科学大学との共同研究（地域貢献の取り組み）

防災ワクチン®ワークショップ～雪害編～

ワークショップ実施前に、参加者が雪かきを実施。
雪の重さ・硬さなどを体感したことで想像する災害に現実味が
増し、より具体的な対策が出された

危機管理産業展2021
感染症対策・防災産業展示会2021

長岡技科大と共同研究した防災関連機器の試作品を展示・デモ
ンストレーションを実施

共同研究成果の商品化、第一号！

ユニット型ウォーターチェンジャー®に
ついては、新潟県内の企業さまと商品化の
話が進み、2022年度より県内の作業現場で実用化される運び

地域防災実践研究センター ブレーカー実験キット



4地域行事への参加（地域貢献の取り組み）

＜ 2021年度第３四半期の実績＞

地域行事 実施日 作業内容 参加者数

魚野川河川清掃（魚沼漁協） 10/3 湯沢・塩沢地区の河川清掃作業 4名

「2021おぢや謎とき！？ウォークラリー」
関連イベント「わくわくあそびの広場」

10/10
駐車場内車両誘導
景品お渡しのお手伝い

4名

刈羽さわやかマラソン 10/10 コース誘導 12名

谷根川さけの森づくり 10/23 さけ親魚の放流、植樹活動 18名

柏崎港観光交流センター 夕海イベント 10/24
駐車場内車両誘導、飲食販売補助
場内の来場者誘導、遊具運営管理

6名

柏崎マラソン 10/31
給水のお手伝い、駐車場内車両誘導
コース上の交通整理

26名

長岡縄文の丘・米百俵マラソン 11/7 会場設営、コース誘導 10名

ニュースポーツ・パラスポーツ体験フェア
＆こどもの遊びの広場2021

11/7 各体験の運営補助 8名
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■開催日程・場所

●柏崎市 11月 6日（土）～12月12日（日） コミュニティセンター11箇所（各2日間）

●刈羽村 12月11日（土）～12月12日（日） 刈羽ふれあいサロン きなせ

●上越市 11月22日（月）～11月25日（木） エルマール

●長岡市 12月 3日（金）～12月 5日（日） ハイブ長岡

●小千谷市 12月10日（金）～12月12日（日） イオン小千谷店

●燕市 12月17日（金）～12月19日（日） 分水ショッピングパーク パコ

※1月に、新潟市、見附市、十日町市で開催を予定しておりましたが、新型コロナウイルス
感染症の感染拡大防止の観点から、中止いたしました。

■会場でいただいた声

・昔は社員にも市民に寄り添う人が多かった。若い社員は話を聞いて学んだ方が良い。
・通勤バス待ちしている従業員の人達は、挨拶を交わす等のコミュニケーションがないように
見える。風通しの悪さはこういうところに現れているのでは。

・発電所のことはニュースで見聞きしているが、自分の目で見ていないので本当の事が分からない。
一度発電所に行ってみたいと思う。

・本社と現場の考えの相違なのか。東電は安全よりも利益を優先している印象がある。
・社員一人ひとりと話すと一生懸命だと思うが、組織だとどうしてこのような結果となるのか不思議。
・エネルギー事情の説明を聞いて、改めて日本が資源に乏しい国ということを知った。

コミュニケーションブース（傾聴と対話の取り組み）

実施内容 ＜ 2021年度第３四半期の実績＞



※２つの市町村にお住まいの方を対象として開催し「声」をお聴きしているブースがあるため、 開催回数とグラフの合計値は異なります。

参考
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（2022年 1月24日現在）

コミュニケーションブースの開催エリア

開催済エリア

コミュニケーションブース（傾聴と対話の取り組み）

2015年10月20日～2021年12月19日までの累計
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 福島第一原子力発電所の事故を踏まえ、新潟県内をはじめ多くの皆さまに、柏崎刈羽原子
力発電所の安全対策等の取り組みをご視察いただいております。

発電所視察者数

発電所視察対応（傾聴と対話の取り組み）

（2021年 12月31日現在）

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、「発電所のご視察」は１月２５日より当面の間、中止とさせて
いただいております。

【防潮堤（５～７号機側）】

【貯水池】

2011年 2012年 2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年

累計
115,081名

新潟県外
56,199名

新潟県内
36,931名

柏崎・刈羽
21,951名
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以 上


